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卒業生アンケート調査

報告書



1．調査目的

学校法人睦学園は2023年6月に１００周年を迎える。改めてこれを機に、これまでの

兵庫大学・兵庫大学短期大学部における教育の成果及び質、そして卒業後の社会にお

ける実践状況を確認、検証し、今後の教育改善の取り組みに向けた基礎資料を得るこ

とを目的として実施する。

２．期待される効果

本学教学マネジメント改革は緒に就いたばかりである。今後、その取り組みを実効

あるものとするためにも、適宜検証しながら改革を進めなければならない。そこには

時々のエビデンスデータを元にした定量分析とともに、入学時調査、在学生調査、卒

業時調査、卒業生調査、職場調査等の定性分析は欠かせない。教育は単に卒業させて

終わりではない。卒業後の社会における実践状況を確認することにより、今後の教育

改善の示唆が得られること。

３．実施概要

対象：2021年度卒業生（433名）

実施期間：2022年9月9日～2022年9月30日

設問数 ：14項目

主調査項目

■基本属性

■本学で受けた教育について

■卒業後のことについて

■本学での学びと本学に対する思いについて

■本学の今後について

■意見自由記述

調査方法：QRコードを付したはがきを送付

グーグルフォームにより回答

所 管：IR推進会議

４．公表及び活用

(1) 卒業生アンケート集計分析報告書作成

(2) 本学ホームページ上にて公表

(3) 教学マネジメント改革に活用

調査概要



質問一覧







調査結果



Ⅰ－１最終年度に所属していた学科

♦大学卒業生276名、短大卒業生157名、合計433名に依頼はがきを発送。
♦大学卒業生30名(10.87%)、短大卒業生25名(15.92%)、合計55名(12.70%)が回答。
♦インセンティブをつけなかったものの、教職員の協力により回答率を12.70%まで押し上げることができた。
♦今回調査では、短大及び栄養マネジメント学科の回答率が高いのが特徴的である

調査結果要約・考察・まとめ

【参考資料】



Ⅱ－１．大学教育の中で身につけた知識・能力

♦「資格の取得」(70.9%)、「専門的知識」(67.3)と2項目が最も高く、約7割である。短大のほうがやや高いのは、
大学が学科の特性として回答が分散した一方、保育科のみのためと思われる。
「最後までやりとげる力」(23.6%) 、 「主体的に動く力」(21.8%) と続く。

♦きわめて回答率が低かったのは、「英語等の語学力」(0.0%)、「課題を発見する力」(大学0.0%)、「課題を解決
する力」(短大0.0%)、「ディベート能力」(0.0%)、「リーダーシップ」(短大0.0%)等である。
「英語等の語学力」については、現在議論が行われている英語力WGの参考資料になるものと思われる。また、
「課題を発見する力」、 「課題を解決する力」、 「ディベート能力」、 「リーダーシップ」などは初年次教
育の在り方やディプロマ・ポリシーに関する議論の参考となるものと思われる。

♦大学と短大において回答率の差が大きい項目からも今後の取り組みへの示唆がうかがえる。
♦多くの卒業生アンケートの質問同様に本質問を設定したものの、とりわけジェネリックスキルに関しては大学

としての教職員に共有された具体の施策があり、それに対しての検証としての質問であるべきであると改めて
感じる。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅲ－１．卒業後の職業やキャリア

♦新規学卒者は3年でおよそ3割が退職するといわれる。今回の調査は2022年度３月卒業生を対象として
おり、未だ６ヶ月経過しようとする時期でもあることから正社員・正規職員としての定着率は高い。
参考として添付した2019年度調査のとおり、卒後３年以上経過すると定着率も変化することから、も
う少し調査対象を広げる必要がある。

♦ここでは学科別集計を表示していないものの大学卒業生の内、すでに7.3%の卒業生が正社員・正規職
員ではない実態は、「就職率100%」を目指す本学としてはさらなる調査が必要でもある。

調査結果要約・考察・まとめ

【参考資料】2019年度調査

調査対象：卒後１年、３年

※ (   )内の比率を四捨五入しているため、合計比率は必ずしも100.0%とはならない。
以下同様



Ⅲ－２．希望通りの進路であったか

♦「希望通り」「おおむね希望通り」を合わせて約94.6%、「希望通りでなかった」が約5.5%である。
♦希望通りの進路であったか否かと、本学で学んだことへの満足度とは大きな相関は見受けられない。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅲ－３．就職先決定に際して重視した点

♦「大学での専門分野との関連」「業種」が最も高く、合わせて45.5%と約半数を占める。
♦「大学での専門分野との関連」に関しては、大学と短大で目立った差は見られないものの、短大における

「地域条件（勤務地・転勤の有無など）」16.0%が際立つ。
♦上記以外の選択については各々の価値観の相違によるものと思われる。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅲ－ ４．現在、大学で修得した専門知識または資格を生かす職に就いているか

♦「過去には生かす職に就いていたが、現在は異なる職に就いている」(1.8%)、「卒業以来一度も生かす
職に就いていない」(12.7%)と就職満足度は必ずしもイコールではないものの、14.5%は気になる結果で
ある。この項目に関しても経年調査、追跡調査も必要であると感じる。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅲ－５．勤務先において求められる能力

♦卒業生が「とても求められる」と回答した能力は、専門分野に関する知識等よりも「表現力・コミュニケー
ション能力」(83.0%)、「社会のルール・マナーについて理解する力」(73.6%)である。

♦15項目の中で、「求められない」と回答する項目はほとんど見受けられない中で、「特定の外国語を用い
て相手と意思疎通できる力」(29.6%)については「求められない」が約3割に達する。

♦ 「特定の外国語を用いて相手と意思疎通できる力」以外の項目に関しては、「とても求められる」「ある
程度求められる」が大半を占める。

調査結果要約・考察・まとめ







Ⅲ－６．他機関卒業生と接して本学に足りないと思う点

♦回答が多いのは「 先輩や後輩、同級生とのつながり」(68.0%)、「専門分野教育に関する知識と技術」 (
24.0%) 、「コミュニケーション能力」 (24.0%) 、「職業観、就業意識」(24.0%)等である。
とりわけ「 先輩や後輩、同級生とのつながり」と回答した卒業生は約７割に達する。コロナ禍の渦中で
学生生活を過ごしたとはいうものの、他機関卒業生と接する中で本学に足りないと思う点としてこのよう
に感じているという実態が見て取れる。このことは初年次教育、カリキュラム構成を始め、様々な活動の
あり方についての参考になるものと考える。

♦大学と短大で回答の差が顕著なのは、「専門分野教育に関する知識と技術」、「協調性や発言力」、
「チャレンジ精神、創造性」、「マナー・倫理観」等である。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅲ－ ７ ．大学時代を振り返り、身につけておくべきだったと思う能力

♦「社会人としてのマナー・常識」(56.4%)、「新しいことに挑戦する力」(34.5%)、「論理的思考力」
(29.1%)、「リーダーシップ能力」(27.3%)、「他人に対する配慮・心配りができる力」(25.5%)と続く。
♦大学と短大で項目によっては差異がみられるが、職種による相違も考えられる。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅳ－１．本学での学びと本学に対する思い

♦P22に見るとおり、「本学で学んだことについて満足していますか」「本学を卒業したことに誇りを感じ
ますか」の質問に対して満足度や誇りに感じる度合いが高いほど、入学推奨度も高い傾向が見られること
から、満足度を上げることが入学推奨度を上げることにもつながる。

調査結果要約・考察・まとめ





① 本学で学んだことについて満足していますか
④ 身近に、私立大学への進学を希望する者がいる場合、本学を勧めたいと思いますか

の分割表に対する分析

③ 本学を卒業したことに誇りを感じますか
④ 身近に、私立大学への進学を希望する者がいる場合、本学を勧めたいと思いますか

の分割表に対する分析



Ⅳ－２．本学は社会からどのように評価されていると思うか

♦回答者55名の内、本質問に対してのみ9名の者が無回答であった。質問の仕方に工夫が必要であるのか
（該当なしというような選択肢の設定）、学生や卒業生にとって評価できるような情報が日常的に伝わって

いないのかなどについて検討する必要があり、情報発信という意味では大変重要な問題でもある。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅴ－１．本学での学びと本学に対する思い

♦「専門分野の教育」(32.7%)、「コミュニケーション能力を高める教育」(29.1%)、「大学祭などの大学行事･イ
ベントの強化」(27.3%)、「プレゼンテーション･自己表現能力を高める教育」(25.5%)と続く。専門分野の教育
は当然のこととして、専門の勉強や資格取得だけではなく、大学生活を実り豊かに過ごしたいという想いが
読み取れる。

♦短大の「教職員による学生生活へのフォローの充実」も24.0%と回答率が高い。あらゆる機会にさまざまな聞
き取りと合わせて、意見を集約するようなことが必要である。

※本質問について自由記述欄は設けていなかったが、以下の記述があったので付記する。
・設備投資・校舎の修繕修復
・音楽の講義の中にわらべうたを入れる
・大学職員内での情報共有
・実習後の発表をプレゼンだけでなく様々な実習先の人とグループで話し意見交換し就職の幅を広げる。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅴ－２．今後、何らかの形で再び本学で学ぶとすると、どのような機会にしたいか

♦「資格など修得のための特定の技術的・専門的知識を学ぶ機会」(52.7%)が約半数を占める。一方、「必ず
しも仕事・職業とは関係のないことを広く教養として学ぶ機会」(16.4%)であり、大学だけでは20.0%である。

専門分野におけるリカレント教育のみならず、今後の大学のあり方として参考になる回答である。

調査結果要約・考察・まとめ



Ⅵ．自由記述

自由記述に関して、記述内容を明らかにするために以下、計量テキスト分析を行う。
なお、計量テキスト分析に際しては、フリーソフトであるKH Coder及びインターネット分析ソフトである
User Localを用いた。

はじめに形態素分析（文章を意味のある最小の単位に分解して、意味や品詞など判別すること）を行い、
単語出現頻度を示すとともに、頻度の高い語についてはKWICコンコーダンスにより語の前後の文脈を示す。
次に、言葉の重みについてワードクラウドで視覚化を行い、最後に共起ネットワークを描画した上で考察を
行う。

【単語出現頻度】User Local AIテキストマイニングを使用

♦自由記述の内容は、大学・教員への感謝、現況報告、施設や教職員の対応への改善を求めるもの、提案な
どいずれも貴重なコメントばかりである。とりわけ改善への指摘や提案などをこそ大切にしたい。

♦「もっと他学科と交流しながら学びたい」「もう少し大学らしい大学・・・」など、初年次教育やカリ
キュラム編成の在り方、ジェネリックスキルの育成、様々な活動など今後の議論への示唆となるものである。

調査結果要約・考察・まとめ



【KWICコンコーダンス】KH Coderを使用

【ワードクラウド】 User Local AIテキストマイニングを使用

スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が
名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表す。



※ 結果と考察

以下、外部変数として割り当てた学科変数を中心とした考察を行う。

① 保育科第一部、保育科第三部、健康システムが近い距離に位置し、「大学」、「保育」、「良い」な

どのノードが共有されている、

②健康システムと保育科第三部においては、「良い」というノードが媒介性の高いノードであることから、

満足度が窺える。

③看護と栄養マネジメントにおいては、共有ノードとして「勉強」というノードが大きく描かれている。

とりわけ栄養マネジメントでは濃い線で結ばれていることからも、やはり国家試験に向けた勉強が強く

大学生活の印象として残っていることが伺える。

④保育科第三部の周辺に描かれている各ノードからは、現在目の前の子ども達と真剣に向き合って、日々

頑張っている様子が窺える。

⑤社会福祉の周辺のノードからも日々の仕事に感謝して、楽しく仕事に向き合っている様子が窺える。

⑥健康システムの周辺のノードからも兵庫大学に対する良い思い出が読み取れる。

⑦「感謝」というノードに着眼すると、現代ビジネス、社会福祉、健康システム、保育第一部を結ぶノー

ドであり、媒介中心性の高いノードの一つといえる。

⑧現代ビジネスの周辺のノードからは、明るく元気に希望に満ちた日々を送っていることが窺える。

参考文献
1)樋口耕一 (2014) 社会調査のための計量テキスト分析～ 内容分析の継承と発展を目指して～

ナカニシヤ出版，京都
2)樋口耕一KH Coder. http://khc.sourceforge.net

【共起ネットワーク】KH Coderを使用
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